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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月21日(2018.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記第１のプロトコルが、利用
可能な変調コード化方式（ＭＣＳ）の第１のセットを含み、前記第２のプロトコルが、利
用可能な変調コード化方式（ＭＣＳ）の第２のセットを含み、ＭＣＳの前記第１のセット
がＭＣＳの前記第２のセットとは異なり、前記処理システムが、前記第１のセットにおけ
る前記ＭＣＳのうちの少なくとも１つを使用して、前記フレームの前記第１のヘッダに関
するヘッダデータの第１のセットと前記第２のヘッダに関するヘッダデータの第２のセッ
トとを変調しコード化するように更に構成され、前記フレームが、前記第２のヘッダに付
加された第１のペイロードデータを備え、前記処理システムが、前記第１のセットにおけ
る前記ＭＣＳのうちの前記少なくとも１つを使用して、前記フレームの前記第１のペイロ
ードデータを変調しコード化するように更に構成され、前記フレームが、第２のペイロー
ドデータを更に備え、前記処理システムが、ＭＣＳの前記第２のセットにおける前記ＭＣ
Ｓのうちの１つを使用して、前記フレームの前記第２のペイロードデータを変調しコード
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化するように更に構成される、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータが、前記フレームを受信す
る前記第２のデバイスが、前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータを
受信する一方で、前記第２のペイロードデータを受信するようにセットアップすることを
可能にする、特定の量のデータを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２のヘッダが、前記フレームの前記送信に関連する１つ以上のチャネルのための
前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータの長さを示す情報を備える
、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記処理システムが、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）信号又はシングルキャリア（
ＳＣ）信号を使用する送信のために前記フレームを生成するように構成される、請求項１
に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１のヘッダが、前記フレームが前記ＯＦＤＭ信号を介した送信のために構成され
るか、それとも前記ＳＣ信号を介した送信のために構成されるかを示すヘッダデータの第
１のセットを備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のショートトレーニング
フィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、シングルキャリアで変
調されるように構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記プリアンブルが、第１のシ
ョートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）と
を備え、前記フレームが、第２のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）とペイロー
ドデータとを更に備え、前記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、
シングルキャリアで変調されるように構成され、前記フレームの前記第１のＳＴＦ、前記
第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、それぞれ、複数のチャネルを
介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように構成される、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレームの前
記第２のＣＥＦが、シングルキャリアで変調されるように構成される、請求項６に記載の
装置。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
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構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記プリアンブルが、第１のシ
ョートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）と
を備え、前記フレームが、第２のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）とペイロー
ドデータとを更に備え、前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備
え、前記フレームの前記第２のＣＥＦが、シングルキャリアで変調されるように構成され
、前記フレームの前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータが、複
数のチャネルの少なくとも一部分を備える結合されたチャネルを介して送信されるように
構成される、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
　を備える、装置。
【請求項１１】
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの数を指
定する情報を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの最低周
波数を識別する情報を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータの送信に関する第１の
電力レベルが、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２の
ヘッダの送信に関する第２の電力レベル以上である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第２のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備え、前記電力差情報が前記第１のプロトコルにおいて指定されていない、請
求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記フレームが、第１のペイロ
ードデータを更に備え、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、前記第１のプロトコ
ルにおいて指定された変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して変調されコード化されたヘ
ッダデータを含み、前記処理システムが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第１
の変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して前記フレームの前記第１のペイロードデータを
変調しコード化するように構成される、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
　を備える、装置。
【請求項１７】
　前記フレームが、前記第２のヘッダと同じ構成を有する第３のヘッダを更に備え、前記
第３のヘッダが、前記第２のヘッダの情報とは異なる情報を含み、前記プリアンブル及び
前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた
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方法で冗長的に送信されるように構成され、前記第２のヘッダ及び前記第３のヘッダが、
それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第２の変調コード化方式（Ｍ
ＣＳ）により変調されコード化され、前記第２のＭＣＳが前記第１のＭＣＳとは異なり、
前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又
は時間スキューされた方法で冗長的に送信されるように構成され、前記第１のペイロード
データ及び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介
して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように構成される、請求項１６に
記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のペイロードデータが、１つ以上のコード化されたデータブロックの第１のセ
ットを備え、前記第２のペイロードデータが、１つ以上のコード化されたデータブロック
の第２のセットを備え、１つ以上のコード化されたデータブロックの前記第１のセットが
、１つ以上のコード化されたデータブロックの前記第２のセットとは異なる、請求項１８
に記載の装置。
【請求項２０】
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された前記第１のＭＣＳを使用して
変調されコード化され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダが、第
１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で冗長的に送信され
るように構成され、前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータが、そ
れぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送
信されるように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１及び第２のペイロードデータが、複数のコード化されたデータブロックを備え
、前記コード化されたデータブロックの第１及び第２の部分が、それぞれ、前記第１及び
第２のチャネルを介して送信されるように構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記プリアンブルが、第１のシ
ョートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）と
を備え、前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）とペイロードデータ
とを備え、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ
及び前記第２のＣＥＦ系列が、チャネルの第１のセットを介して送信されるように構成さ
れ、前記ペイロードデータが、チャネルの前記第１のセットを含む第１の結合されたチャ
ネルを介して送信されるように構成され、前記第１の結合されたチャネルが、第１の空間
送信に関連付けられる、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
　を備える、装置。
【請求項２３】
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイ
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ロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して
送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、第１のＣ
ＥＦ及び第１のヘッダの前記送信が、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、
第１のＣＥＦ及び第１のヘッダの前記送信からスキューされ、前記第２の結合されたチャ
ネルが、第２の空間送信に関連付けられる、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦの共役が、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前
記ペイロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを
介して送信されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に
関連付けられる、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２のＣＥＦ及び前記第２のＣＥＦの前記共役が、実質的に時間整合された方法で
送信されるように構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び第３
のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイロー
ドデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して送信
されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に関連付けら
れ、前記第２のＣＥＦ及び前記第３のＣＥＦが、それぞれ、異なる直交系列を使用する、
請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記フレームが、ペイロードデ
ータを更に備え、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、チャネ
ルの第１のセットを介して送信されるように構成され、チャネルの前記第１のセットが、
第１の送信に関連付けられ、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダ
が、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、チャネルの前記第２の
セットが、第２の送信に関連付けられ、前記第２の送信が、時間間隔によって前記第１の
送信からスキューされる、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
　を備える、装置。
【請求項２８】
　チャネルの前記第１のセットに関連する前記ペイロードデータ及びチャネルの前記第２
のセットに関連する前記ペイロードデータが、実質的に時間整合された方法で送信される
ように構成される、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記プリアンブルが、第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレーム
が、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記第２のＣＥＦが、チャネルの
前記第１のセットを介して送信されるように構成され、前記第２のＣＥＦの共役が、チャ
ネルの前記第２のセットを介して送信されるように構成される、請求項２７に記載の装置
。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
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、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プリアンブル、前記第１のヘ
ッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによっ
て復号されるように構成され、前記第１のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式（
ＭＣＳ）の第１のセットを含み、前記第２のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式
の第２のセットを含み、ＭＣＳの前記第１のセットがＭＣＳの前記第２のセットとは異な
り、前記第１のヘッダが、ヘッダデータの第１のセットを含み、前記第２のヘッダが、ヘ
ッダデータの第２のセットを含み、ヘッダデータの前記第１のセット及びヘッダデータの
前記第２のセットが、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうちの少なくとも１つを使
用して変調されコード化され、前記フレームが、前記第２のヘッダに付加された第１のペ
イロードデータを備え、前記フレームの前記第１のペイロードデータが、前記第１のセッ
トにおける前記ＭＣＳのうちの前記少なくとも１つを使用して変調されコード化され、前
記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイロー
ドデータが、ＭＣＳの前記第２のセットにおける前記ＭＣＳのうちの１つを使用して変調
されコード化される、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項３１】
　前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータが、前記フレームを受信す
る前記第２のデバイスが、前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータを
受信する一方で、前記第２のペイロードデータを受信するようにセットアップすることを
可能にする、特定の量のデータを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記第２のヘッダが、前記フレームの前記送信に関連する全ての１つ以上のチャネルの
ための前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータの長さを示す情報を
備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記フレームが、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）信号又はシングルキャリア（ＳＣ
）信号を使用する送信のために構成される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第１のヘッダが、前記フレームが前記ＯＦＤＭ信号を介した送信のために構成され
るか、それとも前記ＳＣ信号を介した送信のために構成されるかを示す情報を備える、請
求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のショートトレーニング
フィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３６】
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、シングルキャリアによ
って変調されるように構成される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プリアンブル、前記第１のヘ
ッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによっ
て復号されるように構成され、前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィー
ルド（ＳＴＦ）と第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、
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第２のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備え、前
記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、シングルキャリアによって
変調されるように構成され、前記フレームの前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記
第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、それぞれ、複数のチャネルを介して時間整合又は
時間スキューされた方法で送信されるように構成される、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項３８】
　前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレームの前
記第２のＣＥＦが、前記シングルキャリアによって変調されるように構成される、請求項
３７に記載の方法。
【請求項３９】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プリアンブル、前記第１のヘ
ッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによっ
て復号されるように構成され、前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィー
ルド（ＳＴＦ）と第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、
第２のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備え、前
記フレームの前記第２のＣＥＦが、シングルキャリアによって変調されるように構成され
、前記フレームの前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータが、複
数のチャネルの少なくとも一部分を備える結合されたチャネルを介して送信されるように
構成される、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項４０】
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの数を指
定する情報を備える、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの最低周
波数チャネルを識別する情報を備える、請求項３９に記載の方法。
【請求項４２】
　前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータの送信に関する第１の
電力レベルが、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２の
ヘッダの送信に関する第２の電力レベル以上である、請求項３９に記載の方法。
【請求項４３】
　前記第２のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備える、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記第１のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備え、前記電力差情報が前記第１のプロトコルにおいて指定されていない、請
求項４２に記載の方法。
【請求項４５】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プリアンブル、前記第１のヘ
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ッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによっ
て復号されるように構成され、前記フレームが、第１のペイロードデータを更に備え、前
記フレームの前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、前記第１のプロトコルにおいて
指定された変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して変調されコード化されたヘッダデータ
を含み、前記フレームの前記第１のペイロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて
指定された第１の変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して変調されコード化される、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項４６】
　前記フレームが、前記第２のヘッダと同じ構成を有する第３のヘッダを更に備え、前記
第３のヘッダが、前記第２のヘッダの情報とは異なる情報を含み、前記プリアンブル及び
前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた
方法で送信されるように構成され、前記第２のヘッダ及び前記第３のヘッダが、それぞれ
、前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信され
るように構成される、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第２の変調コード化方式（Ｍ
ＣＳ）により変調されコード化され、前記第２のＭＣＳが前記第１のＭＣＳとは異なり、
前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又
は時間スキューされた方法で送信されるように構成され、前記第１のペイロードデータ及
び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時間
整合又は時間スキューされた方法で送信されるように構成される、請求項４５に記載の方
法。
【請求項４８】
　前記第１のペイロードデータが、１つ以上のコード化されたデータブロックの第１のセ
ットを備え、前記第２の別個のペイロードデータが、１つ以上のコード化されたデータブ
ロックの第２のセットを備え、１つ以上のコード化されたデータブロックの前記第１のセ
ットが、１つ以上のコード化されたデータブロックの前記第２のセットとは異なる、請求
項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された前記第１のＭＣＳを使用して
変調されコード化され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダが、第
１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように
構成され、前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、
前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信される
ように構成される、請求項４５に記載の方法。
【請求項５０】
　前記第１及び第２のペイロードデータが、複数のコード化されたデータブロックを備え
、前記コード化されたデータブロックの第１及び第２の部分が、それぞれ、前記第１及び
第２のチャネルを介して送信されるように構成される、請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プリアンブル、前記第１のヘ
ッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによっ
て復号されるように構成され、前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィー
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ルド（ＳＴＦ）と第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、
第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）とペイロードデータとを備え、前記第１のＳＴ
Ｆ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記第２のＣＥＦ系列
が、チャネルの第１のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイロードデータ
が、チャネルの前記第１のセットを含む第１の結合されたチャネルを介して送信されるよ
うに構成され、前記第１の結合されたチャネルが、第１の空間送信に関連付けられる、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項５２】
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイ
ロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して
送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、第１のＣ
ＥＦ及び第１のヘッダの前記送信が、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、
第１のＣＥＦ及び第１のヘッダの前記送信からスキューされ、前記第２の結合されたチャ
ネルが、第２の空間送信に関連付けられる、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦの共役が、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前
記ペイロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを
介して送信されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に
関連付けられる、請求項５１に記載の方法。
【請求項５４】
　前記第２のＣＥＦ及び前記第２のＣＥＦの前記共役が、実質的に時間整合された方法で
送信されるように構成される、請求項５３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び第３
のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイロー
ドデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して送信
されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に関連付けら
れ、前記第２のＣＥＦ及び前記第３のＣＥＦが、それぞれ、異なる直交系列を使用する、
請求項５１に記載の方法。
【請求項５６】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プリアンブル、前記第１のヘ
ッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによっ
て復号されるように構成され、前記フレームが、ペイロードデータを更に備え、前記プリ
アンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、チャネルの第１のセットを介して
送信されるように構成され、チャネルの前記第１のセットが、第１の送信に関連付けられ
、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、チャネルの第２のセッ
トを介して送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットが、第２の送信に関
連付けられ、前記第２の送信が、時間間隔によって前記第１の送信からスキューされる、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
【請求項５７】
　チャネルの前記第１のセットに関連する前記ペイロードデータ及びチャネルの前記第２
のセットに関連する前記ペイロードデータが、実質的に時間整合された方法で送信される
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ように構成される、請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記プリアンブルが、第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレーム
が、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記第２のＣＥＦが、チャネルの
前記第１のセットを介して送信されるように構成され、前記第２のＣＥＦの共役が、チャ
ネルの前記第２のセットを介して送信されるように構成される、請求項５６に記載の方法
。
【請求項５９】
　少なくとも１つのアンテナと、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、前記プ
リアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作
する第２のデバイスによって復号されるように構成され、前記フレームが、第１のペイロ
ードデータを更に備え、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、前記第１のプロトコ
ルにおいて指定された変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して変調されコード化されたヘ
ッダデータを含み、前記処理システムが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第１
の変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して前記フレームの前記第１のペイロードデータを
変調しコード化するように構成される、
　前記少なくとも１つのアンテナを介して前記フレームを送信するように構成された送信
機と
　を備える、ワイヤレスノード。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　[00163]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成及び構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記で説明された方法及び装置の構成、動作及び詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な修正、変更及び変形が行われ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、ここに
おいて、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコ
ルに従って動作する第２のデバイスによって復号されるように構成される、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインタフェースと
を備える装置。
［Ｃ２］
　前記第１のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式（ＭＣＳ）の第１のセットを含
み、前記第２のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式（ＭＣＳ）の第２のセットを
含み、ＭＣＳの前記第１のセットがＭＣＳの前記第２のセットとは異なる、Ｃ１に記載の
装置。
［Ｃ３］
　前記処理システムが、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうちの少なくとも１つを
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使用して、前記フレームの前記第１のヘッダに関するヘッダデータの第１のセットと前記
第２のヘッダに関するヘッダデータの第２のセットとを変調しコード化するように更に構
成される、Ｃ２に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記フレームが、前記第２のヘッダに付加された第１のペイロードデータを備え、前記
処理システムが、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうちの前記少なくとも１つを使
用して、前記フレームの前記第１のペイロードデータを変調しコード化するように更に構
成される、Ｃ３に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記処理システムが、ＭＣＳの
前記第２のセットにおける前記ＭＣＳのうちの１つを使用して、前記フレームの前記第２
のペイロードデータを変調しコード化するように更に構成される、Ｃ４に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータが、前記フレームを受信す
る前記第２のデバイスが、前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータを
受信する一方で、前記第２のペイロードデータを受信するようにセットアップすることを
可能にする、特定の量のデータを含む、Ｃ５に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記第２のヘッダが、前記フレームの前記送信に関連する1つ以上のチャネルのための
前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータの長さを示す情報を備える
、Ｃ５に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記処理システムが、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）信号又はシングルキャリア（
ＳＣ）信号を使用する送信のために前記フレームを生成するように構成される、Ｃ１に記
載の装置。
［Ｃ９］
　前記第１のヘッダが、前記フレームが前記ＯＦＤＭ信号を介した送信のために構成され
るか、それとも前記ＳＣ信号を介した送信のために構成されるかを示すヘッダデータの第
１のセットを備える、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記処理システムが、1つ以上のチャネルを介したＯＦＤＭ信号を使用する送信のため
に前記フレームを生成するように構成され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前
記第２のヘッダが、前記1つ以上のチャネルを介して送信されるように構成される、Ｃ１
に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記処理システムが、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが1つ以上のギャップ充
填チャネルを介して送信されるように構成されるように、前記フレームを生成するように
構成され、前記1つ以上のギャップ充填チャネルの各々が、前記1つ以上のチャネルの隣接
ペアの間に位置し、前記第２のヘッダが、前記1つ以上のギャップ充填チャネルを介して
送信されるように構成されない、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記フレームが、ペイロードデータを備え、前記フレームの前記ペイロードデータが、
前記1つ以上のチャネルを備える結合されたチャネルを介して送信されるように構成され
る、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの数
を指定する情報を備える、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの最
低周波数チャネルを識別する情報を備える、Ｃ１２に記載の装置。
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［Ｃ１５］
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のショートトレーニング
フィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、シングルキャリアで変
調されるように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記フレームの前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２
のヘッダが、それぞれ、複数のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成される、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレームの前
記第２のＣＥＦが、シングルキャリアで変調されるように構成される、Ｃ１５に記載の装
置。
［Ｃ１９］
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータが、前
記複数のチャネルの少なくとも幾つかの少なくとも一部分を備える結合されたチャネルを
介して送信されるように構成される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの数
を指定する情報を備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの最低周
波数を識別する情報を備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータの送信に関する第１の
電力レベルが、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２の
ヘッダの送信に関する第２の電力レベル以上である、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第２のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備え、前記電力差情報が前記第１のプロトコルにおいて指定されていない、Ｃ
２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記フレームが、第１のペイロードデータを更に備え、前記第１のヘッダ及び前記第２
のヘッダが、前記第１のプロトコルにおいて指定された変調コード化方式（ＭＣＳ）を使
用して変調され、コード化されたヘッダデータを含み、前記処理システムが、前記第２の
プロトコルにおいて指定された第１の変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して前記フレー
ムの前記第１のペイロードデータを変調しコード化するように構成される、Ｃ１に記載の
装置。
［Ｃ２６］
　前記フレームが、前記第２のヘッダと同じ構成を有する第３のヘッダを更に備え、前記
第３のヘッダが、前記第２のヘッダの情報とは異なる情報を含み、前記プリアンブル及び
前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた
方法で冗長的に送信されるように構成され、前記第２のヘッダ及び前記第３のヘッダが、
それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成される、Ｃ２５に記載の装置。



(13) JP 2018-517332 A5 2018.10.4

［Ｃ２７］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第２の変調コード化方式（Ｍ
ＣＳ）により変調され、コード化され、前記第２のＭＣＳが前記第１のＭＣＳとは異なり
、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合
又は時間スキューされた方法で冗長的に送信されるように構成され、前記第１のペイロー
ドデータ及び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを
介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように構成される、Ｃ２５に記
載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１のペイロードデータが、1つ以上のコード化されたデータブロックの第１のセ
ットを備え、前記第２のペイロードデータが、1つ以上のコード化されたデータブロック
の第２のセットを備え、1つ以上のコード化されたデータブロックの前記第１のセットが
、1つ以上のコード化されたデータブロックの前記第２のセットとは異なる、Ｃ２７に記
載の装置。
［Ｃ２９］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された前記第１のＭＣＳを使用して
変調され、コード化され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダが、
第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で冗長的に送信さ
れるように構成され、前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータが、
それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第１及び第２のペイロードデータが、複数のコード化されたデータブロックを備え
、前記コード化されたデータブロックの第１及び第２の部分が、それぞれ、前記第１及び
第２のチャネルを介して送信されるように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のチャネル推定フィール
ド（ＣＥＦ）とペイロードデータとを備え、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記
第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記第２のＣＥＦ系列が、チャネルの第１のセット
を介して送信されるように構成され、前記ペイロードデータが、チャネルの前記第１のセ
ットを含む第１の結合されたチャネルを介して送信されるように構成され、前記第１の結
合されたチャネルが、第１の空間送信に関連付けられる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイ
ロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して
送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、第１のＣ
ＥＦ及び第１のヘッダの前記送信が、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、
第１のＣＥＦ及び第１のヘッダの前記送信からスキューされ、前記第２の結合されたチャ
ネルが、第２の空間送信に関連付けられる、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦの共役が、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前
記ペイロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを
介して送信されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に
関連付けられる、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３４］
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　前記第２のＣＥＦ及び前記第２のＣＥＦの前記共役が、実質的に時間整合された方法で
送信されるように構成される、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び第３
のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイロー
ドデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して送信
されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に関連付けら
れ、前記第２のＣＥＦ及び前記第３のＣＥＦが、それぞれ、異なる直交系列を使用する、
Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記フレームが、ペイロードデータを更に備え、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ
及び前記第２のヘッダ、チャネルの前記第１のセットが、第１の送信に関連付けられ、前
記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、チャネルの第２のセットを
介して送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットが、第２の送信に関連付
けられ、前記第２の送信が、時間間隔によって前記第１の送信からスキューされる、Ｃ１
に記載の装置。
［Ｃ３７］
　チャネルの前記第１のセットに関連する前記ペイロードデータ及びチャネルの前記第２
のセットに関連する前記ペイロードデータが、実質的に時間整合された方法で送信される
ように構成される、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記プリアンブルが、第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレーム
が、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記第２のＣＥＦが、チャネルの
前記第１のセットを介して送信されるように構成され、前記第２のＣＥＦの共役が、チャ
ネルの前記第２のセットを介して送信されるように構成される、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、ここにおいて、前記プリアンブル
、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２の
デバイスによって復号されるように構成される、
　送信のために前記フレームを出力することと
を備える方法。
［Ｃ４０］
　前記第１のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式（ＭＣＳ）の第１のセットを含
み、前記第２のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式の第２のセットを含み、ＭＣ
Ｓの前記第１のセットがＭＣＳの前記第２のセットとは異なる、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４１］
　前記第１のヘッダが、ヘッダデータの第１のセットを含み、前記第２のヘッダが、ヘッ
ダデータの第２のセットを含み、ヘッダデータの前記第１のセット及びヘッダデータの前
記第２のセットが、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうちの少なくとも１つを使用
して変調され、コード化される、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］
　前記フレームが、前記第２のヘッダに付加された第１のペイロードデータを備え、前記
フレームの前記第１のペイロードデータが、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうち
の前記少なくとも１つを使用して変調され、コード化される、Ｃ４１に記載の方法。
［Ｃ４３］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
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ロードデータが、ＭＣＳの前記第２のセットにおける前記ＭＣＳのうちの１つを使用して
変調されコード化される、Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータが、前記フレームを受信す
る前記第２のデバイスが、前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータを
受信する一方で、前記第２のペイロードデータを受信するようにセットアップすることを
可能にする、特定の量のデータを含む、Ｃ４３に記載の方法。
［Ｃ４５］
　前記第２のヘッダが、前記フレームの前記送信に関連する全ての1つ以上のチャネルの
ための前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータの長さを示す情報を
備える、Ｃ４３に記載の方法。
［Ｃ４６］
　前記フレームが、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）信号又はシングルキャリア（ＳＣ
）信号を使用する送信のために構成される、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４７］
　前記第１のヘッダが、前記フレームが前記ＯＦＤＭ信号を介した送信のために構成され
るか、それとも前記ＳＣ信号を介した送信のために構成されるかを示す情報を備える、Ｃ
４６に記載の方法。
［Ｃ４８］
　前記フレームが、1つ以上のチャネルを介したＯＦＤＭ信号を使用する送信のために構
成され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、前記1つ以上の
チャネルを介して送信されるように構成される、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、1つ以上のギャップ充填チャネルを介して
送信されるように構成され、前記1つ以上のギャップ充填チャネルの各々が、前記1つ以上
のチャネルの隣接ペアの間に位置し、前記第２のヘッダが、前記1つ以上のギャップ充填
チャネルのいずれかを介して送信されるように構成されない、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記フレームが、ペイロードデータを備え、前記フレームの前記ペイロードデータが、
前記1つ以上のチャネルを備える結合されたチャネルを介して送信されるように構成され
る、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの数
を指定する情報を備える、Ｃ５０に記載の方法。
［Ｃ５２］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの最
低周波数チャネルを識別する情報を備える、Ｃ５０に記載の方法。
［Ｃ５３］
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のショートトレーニング
フィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備える、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ５４］
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、シングルキャリアによ
って変調されるように構成される、Ｃ５３に記載の方法。
［Ｃ５５］
　前記フレームの前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２
のヘッダが、それぞれ、複数のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成される、Ｃ５４に記載の方法。
［Ｃ５６］
　前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレームの前
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記第２のＣＥＦが、前記シングルキャリアによって変調されるように構成される、Ｃ５３
に記載の方法。
［Ｃ５７］
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータが、前
記複数のチャネルの少なくとも一部分少なくとも幾つかを備える結合されたチャネルを介
して送信されるように構成される、Ｃ５６に記載の方法。
［Ｃ５８］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの数を指
定する情報を備える、Ｃ５７に記載の方法。
［Ｃ５９］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの最低周
波数チャネルを識別する情報を備える、Ｃ５７に記載の方法。
［Ｃ６０］
　前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータの送信に関する第１の
電力レベルが、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２の
ヘッダの送信に関する第２の電力レベル以上である、Ｃ５７に記載の方法。
［Ｃ６１］
　前記第２のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備える、Ｃ６０に記載の方法。
［Ｃ６２］
　前記第１のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備え、前記電力差情報が前記第１のプロトコルにおいて指定されていない、Ｃ
６０に記載の方法。
［Ｃ６３］
　前記フレームが、第１のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第１のヘッ
ダ及び前記第２のヘッダが、前記第１のプロトコルにおいて指定された変調コード化方式
（ＭＣＳ）を使用して変調され、コード化されたヘッダデータを含み、前記フレームの前
記第１のペイロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第１の変調コー
ド化方式（ＭＣＳ）を使用して変調されコード化される、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ６４］
　前記フレームが、前記第２のヘッダと同じ構成を有する第３のヘッダを更に備え、前記
第３のヘッダが、前記第２のヘッダの情報とは異なる情報を含み、前記プリアンブル及び
前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた
方法で送信されるように構成され、前記第２のヘッダ及び前記第３のヘッダが、それぞれ
、前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信され
るように構成される、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６５］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第２の変調コード化方式（Ｍ
ＣＳ）により変調され、コード化され、前記第２のＭＣＳが前記第１のＭＣＳとは異なり
、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合
又は時間スキューされた方法で送信されるように構成され、前記第１のペイロードデータ
及び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時
間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように構成される、Ｃ６３に記載の方法
。
［Ｃ６６］
　前記第１のペイロードデータが、1つ以上のコード化されたデータブロックの第１のセ
ットを備え、前記第２の別個のペイロードデータが、1つ以上のコード化されたデータブ
ロックの第２のセットを備え、1つ以上のコード化されたデータブロックの前記第１のセ
ットが、1つ以上のコード化されたデータブロックの前記第２のセットとは異なる、Ｃ６
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５に記載の方法。
［Ｃ６７］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された前記第１のＭＣＳを使用して
変調されコード化され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダが、第
１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように
構成され、前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、
前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信される
ように構成される、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６８］
　前記第１及び第２のペイロードデータが、複数のコード化されたデータブロックを備え
、前記コード化されたデータブロックの第１及び第２の部分が、それぞれ、前記第１及び
第２のチャネルを介して送信されるように構成される、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ６９］
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のチャネル推定フィール
ド（ＣＥＦ）とペイロードデータとを備え、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記
第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記第２のＣＥＦ系列が、チャネルの第１のセット
を介して送信されるように構成され、前記ペイロードデータが、チャネルの前記第１のセ
ットを含む第１の結合されたチャネルを介して送信されるように構成され、前記第１の結
合されたチャネルが、第１の空間送信に関連付けられる、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ７０］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイ
ロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して
送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、第１のＣ
ＥＦ及び第１のヘッダの前記送信が、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、
第１のＣＥＦ及び第１のヘッダの前記送信からスキューされ、前記第２の結合されたチャ
ネルが、第２の空間送信に関連付けられる、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７１］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦの共役が、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前
記ペイロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを
介して送信されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に
関連付けられる、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７２］
　前記第２のＣＥＦ及び前記第２のＣＥＦの前記共役が、実質的に時間整合された方法で
送信されるように構成される、Ｃ７１に記載の方法。
［Ｃ７３］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び第３
のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイロー
ドデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して送信
されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に関連付けら
れ、前記第２のＣＥＦ及び前記第３のＣＥＦが、それぞれ、異なる直交系列を使用する、
Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７４］
　前記フレームが、ペイロードデータを更に備え、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ
及び前記第２のヘッダ、チャネルの前記第１のセットが、第１の送信に関連付けられ、前
記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、チャネルの第２のセットを
介して送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットが、第２の送信に関連付
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けられ、前記第２の送信が、時間間隔によって前記第１の送信からスキューされる、Ｃ３
９に記載の方法。
［Ｃ７５］
　チャネルの前記第１のセットに関連する前記ペイロードデータ及びチャネルの前記第２
のセットに関連する前記ペイロードデータが、実質的に時間整合された方法で送信される
ように構成される、Ｃ７４に記載の方法。
［Ｃ７６］
　前記プリアンブルが、第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレーム
が、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記第２のＣＥＦが、チャネルの
前記第１のセットを介して送信されるように構成され、前記第２のＣＥＦの共役が、チャ
ネルの前記第２のセットを介して送信されるように構成される、Ｃ７４に記載の方法。
［Ｃ７７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するための
手段と、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに
従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが
、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、ここにおいて、前記プリア
ンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する
第２のデバイスによって復号されるように構成される、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と
を備える装置。
［Ｃ７８］
　前記第１のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式（ＭＣＳ）の第１のセットを含
み、前記第２のプロトコルが、利用可能な変調コード化方式の第２のセットを含み、ＭＣ
Ｓの前記第１のセットがＭＣＳの前記第２のセットとは異なる、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ７９］
　生成するための前記手段が、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうちの少なくとも
１つを使用して、前記フレームの前記第１のヘッダにおけるヘッダデータの第１のセット
と前記第２のヘッダにおけるヘッダデータの第２のセットとを変調しコード化するように
更に構成される、Ｃ７８に記載の装置。
［Ｃ８０］
　前記フレームが、前記第２のヘッダに付加された第１のペイロードデータを備え、生成
するための前記手段が、前記第１のセットにおける前記ＭＣＳのうちの前記１つを使用し
て、前記フレームの前記第１のペイロードデータを変調し、コード化するように更に構成
される、Ｃ７９に記載の装置。
［Ｃ８１］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、生成するための前記手段が、Ｍ
ＣＳの前記第２のセットにおける前記ＭＣＳのうちの１つを使用して、前記フレームの前
記第２のペイロードデータを変調しコード化するように更に構成される、Ｃ８０に記載の
装置。
［Ｃ８２］
　前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータが、前記フレームを受信す
る前記第２のデバイスが、前記第２のヘッダに付加された前記第１のペイロードデータを
受信する一方で、前記第２のペイロードデータを受信するようにセットアップすることを
可能にする、特定の量のデータを含む、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８３］
　前記第２のヘッダが、前記フレームの前記送信に関連する全ての1つ以上のチャネルの
ための前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータの長さを示す情報を
備える、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８４］
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　生成するための前記手段が、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）信号又はシングルキャ
リア（ＳＣ）信号を使用する送信のために前記フレームを生成するように更に構成される
、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８５］
　前記第１のヘッダが、前記フレームが前記ＯＦＤＭ信号を介した送信のために構成され
るか、それとも前記ＳＣ信号を介した送信のために構成されるかを示す情報を備える、Ｃ
８４に記載の装置。
［Ｃ８６］
　生成するための前記手段が、1つ以上のチャネルを介したＯＦＤＭ信号を使用する送信
のために前記フレームを生成するように更に構成され、前記プリアンブル、前記第１のヘ
ッダ及び前記第２のヘッダが、前記1つ以上のチャネルを介して送信されるように構成さ
れる、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８７］
　生成するための前記手段が、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが1つ以上のギャ
ップ充填チャネルを介して送信されるように構成されるように、前記フレームを生成する
ように更に構成され、前記1つ以上のギャップ充填チャネルの各々が、前記1つ以上のチャ
ネルの隣接ペアの間に位置し、前記第２のヘッダが、前記1つ以上のギャップ充填チャネ
ルを介して送信されるように構成されない、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ８８］
　前記フレームが、ペイロードデータを備え、前記フレームの前記ペイロードデータが、
前記1つ以上のチャネルを備える結合されたチャネルを介して送信されるように構成され
る、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ８９］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの数
を指定する情報を備える、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９０］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記1つ以上のチャネルの最
低周波数チャネルを識別する情報を備える、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のショートトレーニング
フィールド（ＳＴＦ）とペイロードデータとを更に備える、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ９２］
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ及び前記ペイロードデータが、シングルキャリアによ
って変調されるように構成される、Ｃ９１に記載の装置。
［Ｃ９３］
　前記フレームの前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２
のヘッダが、それぞれ、複数のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成される、Ｃ９２に記載の装置。
［Ｃ９４］
　前記フレームが、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレームの前
記第２のＣＥＦが、前記シングルキャリアによって変調されるように構成される、Ｃ９１
に記載の装置。
［Ｃ９５］
　前記フレームの前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータが、前
記複数のチャネルの少なくとも幾つかの少なくとも一部分を備える結合されたチャネルを
介して送信されるように構成される、Ｃ９４に記載の装置。
［Ｃ９６］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの数を指
定する情報を備える、Ｃ９５に記載の装置。
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［Ｃ９７］
　前記第２のヘッダが、前記結合されたチャネルに含まれる前記複数のチャネルの最低周
波数チャネルを識別する情報を備える、Ｃ９５に記載の装置。
［Ｃ９８］
　前記第２のＳＴＦ、前記第２のＣＥＦ及び前記ペイロードデータの送信に関する第１の
電力レベルが、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ及び前記第２の
ヘッダの送信に関する第２の電力レベル以上である、Ｃ９５に記載の装置。
［Ｃ９９］
　前記第２のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備える、Ｃ９８に記載の装置。
［Ｃ１００］
　前記第１のヘッダが、前記第１の電力レベルと前記第２の電力レベルとの間の電力差を
示す情報を備え、前記電力差情報が前記第１のプロトコルにおいて指定されていない、Ｃ
９８に記載の装置。
［Ｃ１０１］
　前記フレームが、第１のペイロードデータを更に備え、前記第１のヘッダ及び前記第２
のヘッダが、前記第１のプロトコルにおいて指定された変調コード化方式（ＭＣＳ）を使
用して変調されコード化されたヘッダデータを含み、生成するための前記手段が、前記第
２のプロトコルにおいて指定された第１の変調コード化方式（ＭＣＳ）を使用して前記フ
レームの前記第１のペイロードデータを変調しコード化するように更に構成される、Ｃ７
７に記載の装置。
［Ｃ１０２］
　前記フレームが、前記第２のヘッダと同じ構成を有する第３のヘッダを更に備え、前記
第３のヘッダが、前記第２のヘッダとは異なる情報を含み、前記プリアンブル及び前記第
１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で
送信されるように構成され、前記第２のヘッダ及び前記第３のヘッダが、それぞれ、前記
第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるよう
に構成される、Ｃ１０１に記載の装置。
［Ｃ１０３］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された第２の変調コード化方式（Ｍ
ＣＳ）により変調されコード化され、前記第２のＭＣＳが前記第１のＭＣＳとは異なり、
前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１及び第２のチャネルを介して時間整合又
は時間スキューされた方法で送信されるように構成され、前記第１のペイロードデータ及
び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、前記第１及び第２のチャネルを介して時間
整合又は時間スキューされた方法で送信されるように構成される、Ｃ１０１に記載の装置
。
［Ｃ１０４］
　前記第１のペイロードデータが、1つ以上のコード化されたデータブロックの第１のセ
ットを備え、前記第２のペイロードデータが、1つ以上のコード化されたデータブロック
の第２のセットを備え、1つ以上のコード化されたデータブロックの前記第１のセットが
、1つ以上のコード化されたデータブロックの前記第２のセットとは異なる、Ｃ１０３に
記載の装置。
［Ｃ１０５］
　前記フレームが、第２のペイロードデータを更に備え、前記フレームの前記第２のペイ
ロードデータが、前記第２のプロトコルにおいて指定された前記第１のＭＣＳを使用して
変調されコード化され、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダが、第
１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信されるように
構成され、前記第１のペイロードデータ及び前記第２のペイロードデータが、それぞれ、
前記第１及び第２のチャネルを介して時間整合又は時間スキューされた方法で送信される
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ように構成される、Ｃ１０１に記載の装置。
［Ｃ１０６］
　前記第１及び第２のペイロードデータが、複数のコード化されたデータブロックを備え
、前記コード化されたデータブロックの第１及び第２の部分が、それぞれ、前記第１及び
第２のチャネルを介して送信されるように構成される、Ｃ１０５に記載の装置。
［Ｃ１０７］
　前記プリアンブルが、第１のショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）と第１のチャ
ネル推定フィールド（ＣＥＦ）とを備え、前記フレームが、第２のチャネル推定フィール
ド（ＣＥＦ）とペイロードデータとを備え、前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記
第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記第２のＣＥＦ系列が、チャネルの第１のセット
を介して送信されるように構成され、前記ペイロードデータが、チャネルの前記第１のセ
ットを含む第１の結合されたチャネルを介して送信されるように構成され、前記第１の結
合されたチャネルが、第１の空間送信に関連付けられる、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ１０８］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイ
ロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して
送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、第１のＣ
ＥＦ及び第１のヘッダの前記送信が、チャネルの前記第２のセットの前記第１のＳＴＦ、
第１のＣＥＦ及び第１のヘッダの前記送信からスキューされ、前記第２の結合されたチャ
ネルが、第２の空間送信に関連付けられる、Ｃ１０７に記載の装置。
［Ｃ１０９］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び前記
第２のＣＥＦの共役が、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前
記ペイロードデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを
介して送信されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に
関連付けられる、Ｃ１０７に記載の装置。
［Ｃ１２０］
　前記第２のＣＥＦ及び前記第２のＣＥＦの前記共役が、実質的に時間整合された方法で
送信されるように構成される、Ｃ１０９に記載の装置。
［Ｃ１１１］
　前記第１のＳＴＦ、前記第１のＣＥＦ、前記第１のヘッダ、前記第２のヘッダ及び第３
のＣＥＦが、チャネルの第２のセットを介して送信されるように構成され、前記ペイロー
ドデータが、チャネルの前記第２のセットを含む第２の結合されたチャネルを介して送信
されるように構成され、前記第２の結合されたチャネルが、第２の空間送信に関連付けら
れ、前記第２のＣＥＦ及び前記第３のＣＥＦが、それぞれ、異なる直交系列を使用する、
Ｃ１０７に記載の装置。
［Ｃ１１２］
　前記フレームが、ペイロードデータを更に備え、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ
及び前記第２のヘッダ、チャネルの前記第１のセットが、第１の送信に関連付けられ、前
記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、チャネルの第２のセットを
介して送信されるように構成され、チャネルの前記第２のセットが、第２の送信に関連付
けられ、前記第２の送信が、時間間隔によって前記第１の送信からスキューされる、Ｃ７
７に記載の装置。
［Ｃ１１３］
　チャネルの前記第１のセットに関連する前記ペイロードデータ及びチャネルの前記第２
のセットに関連する前記ペイロードデータが、実質的に時間整合された方法で送信される
ように構成される、Ｃ１１２に記載の装置。
［Ｃ１１４］
　前記プリアンブルが、第１のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記フレーム
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が、第２のチャネル推定フィールド（ＣＥＦ）を備え、前記第２のＣＥＦが、チャネルの
前記第１のセットを介して送信されるように構成され、前記第２のＣＥＦの共役が、チャ
ネルの前記第２のセットを介して送信されるように構成される、Ｃ１１２に記載の装置。
［Ｃ１１５］
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成することと
、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、第１のプロトコルに従って
動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、前記第２のヘッダが、前記
第１のデバイスによって復号されるように構成されず、ここにおいて、前記プリアンブル
、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコルに従って動作する第２の
デバイスによって復号されるように構成される、送信のために前記フレームを出力するこ
とと
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１１６］
　少なくとも１つのアンテナと、
　プリアンブルと、第１のヘッダと、第２のヘッダとを備えるフレームを生成するように
構成された処理システムと、ここにおいて、前記プリアンブル及び前記第１のヘッダが、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号されるように構成され、
前記第２のヘッダが、前記第１のデバイスによって復号されるように構成されず、ここに
おいて、前記プリアンブル、前記第１のヘッダ及び前記第２のヘッダが、第２のプロトコ
ルに従って動作する第２のデバイスによって復号されるように構成される、
　前記少なくとも１つのアンテナを介した送信のために前記フレームを出力するように構
成されたインタフェースと
　を備えるワイヤレスノード。
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